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1一『星一氏ノ後援二依る独逸人ノ
　　化学二関スル学術的研究』について一
吉　田　国　臣
　星基金についての歴史的研究が日独交渉史の面から新たな関心を呼んでいる。
特に欧米での資料の発掘や研究成果の公表の面で，ボッフム大学「日本学」研
究者工一・ミハート・フリーゼ博士の寄与するところが大きい。同氏は1987年11
月8日のベルリン日独センター開所式を記念して出版された小冊子に，『相互
理解を促進し，平和に貢献する…　　』と題して論孜を日独両国語で発表され
た。このことが星基金の存在を改めて内外に知らせる機縁になったと思われる。
また1990年にはカイザー・ヴィルヘルム協会／マックス・プランク協会創設75
周年を機会に，同協会の歴史と構造を論じた論文集が刊行されたが，同書にも
『連続と変遷・第一次世界大戦後の日独文化学術関係』と題して浩潮な研究成
果を発表している。
　星薬科大学所蔵の標題に掲げた書はそれらの研究の基本資料の一つなのでそ
の由来について簡単に触れておきたい。
　1920年から1925年にかけてドイツ学術界に贈られた星基金の総額は現在の邦
貨に換算すると都合10億円に相当するものであった。しかし当時のドイツの貨
幣の下落ぶりからすると，はるかにそれをしのぐ価値があったものと推定され
ている。上記の書は，同基金の援助を受けて研究生活を継続した学者達が，そ
れぞれの専門分野の学術誌に発表した研究成果を，感謝の意を込めて一書に再
録して援助者に献呈したものである。
　それらの学者達に基金を配分するために設けられた特別の機関が日本委員会
ないしは星委員会といわれたものである。その代表者として，同書に「献辞」
2を寄せているのは当時のカイザー・ヴィルヘルム協会物理化学電気化学研究所
所長であったブリッツ・ハーバー博士である。その「献辞」によれば，同基金
の運用委員会のメンバー1こはハーバーを初めとしてオットー・ハーン，マック
ス・プランク，リヒャルト・ヴィルシュテッターといった4人ものノーベル賞
受賞者が名を列ねている。このことから，同基金に対するドイツ側の意気込み
と対応が如何なるものであったかを推察できよう。また同基金の援助によって
研究生活を継続することが可能になったという若い研究者の名は，同書に収録
されている研究論文の著者名から判明している。すなわちハンス・フィッシャ
ー とオットー・ヴァールブルクである。H・フィッシャーは1930年に「ヘミン
とクロロフィルの構造に関する諸研究，特にヘミンの合成」によりノーベル化
学賞を，O・ヴァールブルクは1931年に「呼吸酵素の特性および作用機構の発
見」によりノーベル生理学・医学賞を受賞している。
　ところで同基金の歴史的な意i義について，新たに問題になるのはどのような
点であろうか。それにはまず1920年代という時代状況が背景として考慮されな
くてはならない。すなわち，我が国はいわゆる大正デモクラシーと称せられた
民主的・自由主義的な思潮を背景に，国際社会において自主性をもって行動す
る精神を生んだ時代ではなかったか，それ故第一次世界大戦後の疲弊するドイ
ツに対して，学術的な面での資金援助をするといった国際的な活動が生まれる
土壌があったのではないかという点である。つまりゾルフ駐日ドイツ大使や後
藤新平等の推進した，学術的・文化的交流を通じて国家間の宥和をはかるとい
った政策に，賛同者を生む時代状況が存在したと思われる。目下，星基金や望
月基金の成立基盤を跡づける研究がなされている所以である。
　この文化と学術の交流を通じての国家間の宥和という思想の淵源は，プロイ
センの文化政策者フリードリヒ・テオドーア・アルトホッフに求められるとい
う。この文化外交政策は，第一次世界大戦前にベルリンのアメリカ研究所を生
んだぽかりか，1914年には英国との計画が具体化していたという。折悪しくも
大戦勃発で挫折した計画は，戦後，連合国側から出された，ドイツ学術界を国
際舞台から追放しようとするボイコット政策を機に，思いがけない交渉相手を
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見いだすことになった。日本が，それまで受けていた恩恵に報いようというの
である。しかもそれは，政治的な利害が絡んだ国策レベルの話とは全く無縁で
あったと言われている。当時の日本の知識層に，西欧の科学技術や思想に対す
る啓蒙を，進んで受け入れる基盤があったことも見落とせない。そうした状況
下西田幾太郎の勧めにより，進歩的な啓蒙誌『改造』の資金援助のもとに実現
したアインシュタインの来日は，連合国側からのボイコット要請の裏をかくこ
とになったぼかりか，訪日途上のアインシュタインのノーベル賞受賞が報じら
れるに至って，連合国の目論みは反古同然となったのである。さらに，敗戦後
疲弊しきっていたドイツ学術界に対する星一等の援護は，ドイツ学術界の重鎮
ハーバーの来日に発展した。そして彼の指導のもとにベルリンの日本研究所の
設立が実を結ぶことになる。続いて翌年の1927年には，東京のドイツ研究所が
開所したのである。
　これらの政策が実現した背景には当時のドイツの政治体制が間接的に寄与し
ていたと言えよう。平和外交は1919年に誕生したワイマール共和国の外交政策
の核心をなすものでもあったからである。つまり史上名高い「シュトレーゼマ
ンの平和外交」を背景にしていたのである。ちなみに大連合政府の首相や，外
相として当時のドイツを率いたシュトレーゼマンは1926年にドイツ人で初めて
のノーベル平和賞を受けた政治家である。連合国側の苛酷な賠償要求はシュト
レーゼマン首相の「履行政策」に譲歩し，ロカルノ条約に結実した。彼の努力
に理解を示したアメリカのドーズ案の成立後，いわゆる「相対的安定期」を迎
えたドイツの政情も1929年の世界恐慌を機に再び経済的破綻に追い込まれた結
果，共和国はその理想を充分展開せずに，1930年代に台頭した国家社会主義に
歴史上の舞台を譲らざるを得なかったことは我々の知るところである。
　そしてこの短くはあったが「黄金の20年代」の遣産が，第二次大戦後久しく
忘れ去られていた後に，42年間の空白を経て同じく平和外交の課題を掲げ，ベ
ルリン日独セソターとして誕生したのは1985年のことである。
　一方異文化間の出会いや交流といった面が，いままた時代の問題として改め
て取り上げられつつある。そうした中で西欧流の互恵や弱者に対する援助とは
4一風異なるかに見える「恩返し」といった古風な姿勢はハーバーをして「普遍
的な人間理解と心のつながりの橋を懸けた」と言わしめたのであった。
原典資料のうちハーバー博士の「献辞」はその間の事情をもっとも良く伝え
るものと思われるので以下に翻訳転載した次第である。
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次頁の標題紙の日本語訳。同一のものが内扉と表紙に刻印されている。
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　逆境にあって友を識るともうします。
　世界大戦後，ドイツ学術界に到来した悪しき時代に，星一氏はドイツの
学問の一分野である化学界に，多大な寄付によって栄誉ある助力を示され
た，最初の外国人であります。
　かの国民の特別なる礼儀正さをもって，氏はこの贈り物を日本の通貨で
ではなく，ドイツの通貨でドイツ政府に贈呈されました。しかしながらド
イツの通貨制度はその後崩壊し，資金が，寄贈者の意図にそう実り豊かな
効果をもたらすのに先だって減少した時，氏は自発的に価値の安定した通
貨に切替えられました。それは，氏が当初の寄付により意図されていた，
ドイツ学術界への援助が失われるのを見過ごすよりは，新たな大きな犠牲
を払うことを望まれたからでした。
　昨年恐るべき震災が日本を襲い，援助者自身をも痛撃した時に，氏は異
国の必要を自らの配慮に優先され，ドイツの化学に既定の資金を送り続け
られました。それはまるで不運の魔手に触れられたことなど無かったかの
ようでした。
　この星一氏の寄付には私利私欲が微塵もないばかりか，その運用にも恣
意的な条件は一切付けられていませんでした。寄付は個人的な義務感から
生じたものでもなければ，寄付者がドイツ化学界との生活上のないしは業
務上の関係を通じて獲得した利益への返礼でもありませんでした。その源
はただひとえに，化学の上での日本の発展はこの分野におけるドイツの業
績の上に築かれたという，寄付者の確信にありました。また，私たちに栄
誉を与え，私たちを喜ばせ，援助してくださった方法によって，この歴史
的関係を明らかにしたいとの氏の願いにあったのでした。
　国家的生活と経済的生活における諸民族の関係は各々の功利性の上に樹
立されていますし，あらゆる政府は各々の民族に最善を尽くして奉仕すべ
く行動しなくてはなりません。しかしながら分裂した諸国民を力強く結び
つけるものとしては，民族の精神を胸に抱いて行動する個々人が，分裂す
る利害や互いに異なる功利の世界の遙か上方に人間的理解と心のつながり
の橋を懸けること以上に強いものはありません。星一氏の寄付はその為さ
れた方法によって，また実施された時点によって正にそのような橋を懸け
られたといえましょう。
　私たちは寄付者の偉大で自由な流儀に倣って基金を管理することに努め
ました。1920年の春にドイツ学術界，総合大学や工科大学，カイザー・ヴ
ィルヘルム協会や規模の大きな科学技術協会等によって形成されたドイツ
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8学術扶助会はこの基金の管理のために特別な日本委員会を構成しました。
その委員会はハーバー，ハーン，プランク，シェンクとヴィルシュテッタ
ー等の教授団で成立し，また扶助会の会長は，国務大臣であり同時に帝国
内務省，外務省ならびにプロイセンの学術・芸術・国民教育省の大臣を歴
任したシュミットーオット大臣と，常に率先して働きを共にしました。こ
の委員会の重点課題は，ドイツの化学分野と並んで，隣接の原子物理学の
分野における重要で関心のもたれる領域の学術研究が，ドイツの置かれた
時代的窮迫下のもとで常に中断の恐れがある折に，星基金の資力によって
その遂行を可能ならしめることにありました。
　一年前にドイツの物理学の援助に他の方面から，かなりな資金の提供が
なされた時，日本委員会はドイツにおける原子物理学の助成を中止しまし
たが，代わりに新しい課題を引受けたのでした。つまり委員会は化学分野
で研究者や大学教師としての道を進もうとしている，ドイッの若い学者達
に星基金から資金を提供し，2年間にわたって学問研究に専念させたので
した。かくして今や基金は壮年世代のドイツの化学研究者の研究継続と同
時に，将来その場を引き継ぐべき若い世代の教育に役立てられたのでした。
　委員会がその課題を如何なる意味で理解したかは，基金の資金で遂行さ
れた研究業績から最もよく明らかにされます。それらの研究の多くはいま
だ進行中ですし，いまこの瞬間にも新しい成果が加わりつつあります。一
方でそれらの研究業績は，これまでに研究雑誌に公表されましたが，いま
委員会が感謝の念をこめて寄付者に捧げるこの一巻の書に集約されていま
す。
　研究業績の著者の中に現われる多数の日本の専門研究者仲間の名前は星
基金によって日独の学問の生きた関係が一つの重要な進展をみたことを物
語っています。学問の永遠の課題における諸民族の共同研究は民族間の理
解と共通の安寧の最も堅固な基礎であります。
　この理解とこの共通の繁栄を星一氏はその基金によって推進されました。
氏はそれに際して，氏の著作『親切第一』（“Kindness　first”）のなかで
表明された賛嘆すべき生活信条の基本に従って行動されました。そこで私
たちは氏の栄誉を讃え，心からの変わらぬ感謝を捧げるものであります。
ベルリンーダーレム，1924年夏
ブリッツ・ハーノミー
